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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
近年、脳虚血モデルラットに対する経動脈的骨髄幹細胞（MSC）移植の有効性が報
告されている。本研究では、一過性脳虚血モデルラットに対し、急性期の様々なタイミ
ングで経動脈的同種 MSC 移植を行い、神経保護効果と最適な移植時期について検討し
た。Wistar 系雄性ラットに対し、90 分間右中大脳動脈を閉塞し、モデルを作製した。
移植 MSC は 1×106個/ 1ml PBS とし右内頚動脈から投与した。移植群をモデル作製
1, 6, 24, 48 時間後移植群に分け、コントロール群はモデル作製 1 時間後に 1ml の PBS
を投与した。行動学的評価をモデル作製 0, 3, 7 日目に行い、7 日目に安楽死させ、脳梗
塞面積と生着細胞数を評価した。また、モデル作製 7 日目に、コントロール群と 24 時
間後移植群の両側皮質、線条体におけるbasic FGFとSDF-1αをELISA法で測定した。
結果として、行動学的評価で 24 時間後移植群が他群に比べ有意な神経症状の改善を示
した。脳梗塞面積は 24 時間後移植群で最も小さく、生着細胞数も 24 時間後移植群で
有意に多く認められた。basic FGF と SDF-1αは 24 時間後移植群の患側皮質において
有意に上昇した。これらの結果から、一過性脳虚血モデルラットに対する経動脈的同種
MSC 移植の神経保護効果が明らかとなった。治療効果の機序として、移植 MSC から
の basicFGF および SDF-1α 分泌の関与が示唆され、脳虚血モデル作製 24 時間後の移
植が最適であった。 
